
研究を特別な活動と捉えるのではなく、臨床の延長として取り組むための考え
方を共有し、参加者が自施設で研究の第一歩を踏み出すためのヒントを提示し
ます。

本セミナーでは、日々の臨床で生まれる疑きを研究へと発展
させる具体的な方法を産業理学療法と糖尿病理学療法研究を
例に紹介します。産業理学療法領域の研究では、デスクワー
カーの腰痛問や気づに焦点を当て、評価や介入の中で生じる
「なぜ？」をどのように整理し、測定可能な指標へ落とし込み、
検証可能な形へ組み立てるかを解説します。 また、糖尿病理
学療法領域の研究では、身体機能と生活機能の関連を臨床
データからどのように捉え、研究へとつなげるかを紹介します。

3月1日(日)15時20分～15時50分（口述発表 6の後すぐ）

北陸大学 医療保健学部 理学療法学科 助教

西村 卓朗 先生

登録理学療法士更新 :0.5ポイント
認定・専門理学療法士更新:0.5
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